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表紙の写真

クルーズ船の寄港
（境夢みなとターミナル）

　６月25日、境港では
過去最大級のクルーズ客
船・MSCベリッシマが、
初めて境夢みなとターミ
ナルに寄港しました。
　令和５年には計28回
のクルーズ客船寄港が予
定されるなど、境港への
クルーズ客船寄港再開の
動きが本格化しています。

　開会日の６月９日に、平井知事から総額31億７百万円余の令和５年度鳥取県一
般会計補正予算（議案第１号）、総額318億５千１百万円余の令和５年度鳥取県
一般会計補正予算（第２号）など26議案が、また６月20日に人事議案２件が提
案されました。
　代表質問は鳥取県議会自由民主党が行い、一般質問には24名の議員が登壇。県
政の諸課題について知事らと活発な議論を展開しました。
 議決の状況 

【知事提出議案】
　◎予 算 議 案　≪可決５件≫
　◎条 例 議 案　≪可決13件≫
　◎人 事 議 案　≪同意２件≫
　◎その他議案　≪可決８件≫

★議員別の賛否の状況は、10、11ページでご覧いただけます。

６月定例会の概要    （６月９日～６月30日）

【議員提出議案】
　◎条例　≪可決１件≫

【請願、陳情】
　≪不採択12件≫
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とっとり県議会だより

就
任
あ
い
さ
つ

議
員
紹
介

代
表
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

鳥取県議会 議員の紹介鳥取県議会 議員の紹介
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杏
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公明党
斉
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木
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しょう

一
いち

自由民主党

中
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島
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　規
のり

夫
お

自由民主党

平
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井
い

　伸
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治
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無所属

前
まえ

田
た
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一
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公明党

尾
お

崎
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会派民主
河
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上
かみ

　定
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弘
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自由民主党

島
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谷
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司
じ
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野
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坂
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明
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東
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博
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経
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子
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令和５年４月９日に鳥取県議会議員選挙が行われ、35名の議員が選出されました。
新議員の任期は４月30日から４年間です。

※　�選挙区ごとに50音順で
記載しています
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令和５年７月１日現在
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就
任
あ
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さ
つ

議
員
紹
介

代
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一
般
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任
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会
活
動

議
決
結
果

　

５
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

県
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
県
民
の
皆
様
の
命

と
暮
ら
し
を
最
優
先
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
万
全
を
期
し

つ
つ
、
地
域
経
済
の
立
て
直
し
や

買
物
環
境
の
確
保
等
に
迅
速
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
我
が
国
が
直
面
す
る
一
番
大
き

な
課
題
に
人
口
減
少
問
題
が
あ
り

ま
す
。
人
口
最
少
の
本
県
で
は
、

統
計
開
始
以
降
初
め
て
54
万
人
を

　
ま
た
、
今
が
正
念
場
で
あ
る
人

口
減
少
問
題
へ
の
取
組
成
果
を

し
っ
か
り
と
上
げ
、
急
速
に
進
む

デ
ジ
タ
ル
化
・
脱
炭
素
化
と
い
っ

た
社
会
変
革
に
も
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
時
代
の
変
化
に
即

し
た
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
原
動
力
と
な
る
の
が
、
本
県
が

誇
る
「
人
財
」
や
人
と
人
と
の
絆

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
、
県
民
一
人
一
人

が
主
役
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

割
り
込
み
6
年
連
続
で
過
去
最
低

を
更
新
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し

た
。
静
か
な
る
有
事
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
正
に
死
活
問
題
で
あ
り
、

浜
崎
新
議
長
が
「
任
期
の
間
に
こ

の
大
き
な
課
題
に
向
き
合
い
、
取

組
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
県
民
か

ら
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
で
あ

る
」
と
所
信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た

第88代
鳥取県議会議長

浜崎　晋一

第82代
鳥取県議会副議長

野坂　道明

　 

新
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　 

新
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
知
事
と
と
も
に
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、
政
策

立
案
機
能
・
監
視
機
能
の
更
な
る

強
化
や
、
県
民
に
開
か
れ
た
議
会

の
一
層
の
推
進
な
ど
、
今
後
も
議

会
改
革
に
継
続
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
本

旨
に
の
っ
と
り
、
公
正
・
円
滑
な

議
会
運
営
を
図
り
、
本
議
会
が
県

政
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
の
使

命
を
遺
憾
な
く
果
た
せ
る
よ
う
最

善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
県

議
会
と
し
て
、
県
政
へ
の
監
視
機

能
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
政
策
立

案
能
力
を
高
め
、
県
民
か
ら
信
頼

さ
れ
活
力
あ
る
議
会
を
実
現
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
私
は
、
議
長
を
補
佐
し
、
県
議

会
が
公
正
、
円
滑
に
運
営
で
き
る

よ
う
最
大
限
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

２月定例会・５月臨時会の議決結果

　令和５年２月定例会および５月臨時会
の議決結果の詳細は、右記のQRコード
からご確認ください。

２月定例会 → ５月臨時会 →
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平
井
県
政
５
期
目
の
基
本
姿
勢

問
５
期
目
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

ち
、
こ
の
４
年
間
へ
の
意
気
込
み
は
。

答
世
界
情
勢
の
危
機
は
民
主
主
義
を

脅
か
し
、
物
価
高
な
ど
産
業
や
雇
用
、

地
域
の
暮
ら
し
に
も
影
響
し
て
い
る
。

感
染
症
を
克
服
し
て
き
た
実
績
を
踏
ま

え
て
、
小
さ
い
鳥
取
県
だ
か
ら
こ
そ
世

の
中
を
変
え
る
先
遣
隊
と
し
て
力
を
発

揮
し
た
い
。
大
阪
・
関
西
万
博
や
山
陰

道
が
一
本
で
繋
が
る
機
会
を
生
か
し
て

ふ
る
さ
と
を
創
っ
て
い
く
局
面
で
、
若

い
世
代
が
輝
き
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に

希
望
が
持
て
る
よ
う
、
豊
か
な
絆
や
自

然
と
と
も
に
ゆ
っ
た
り
生
き
る
幸
せ
や

喜
び
を
得
ら
れ
る
新
し
い
時
代
へ
踏
み

出
し
て
い
く
。
大
き
な
夢
を
持
っ
て
新

た
な
心
で
挑
戦
を
遂
げ
て
い
く
決
意
。

斉
木
　
正
一 

議
員

選
挙
区

 

米
子
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

問
県
内
の
住
宅
耐
震
改
修
に
向
け
て

計
画
で
は
令
和
12
年
目
標
ま
で
残
り

15
％
だ
が
、
い
か
に
進
め
る
の
か
。

答
海
外
の
地
震
被
害
を
見
て
も
免
震

対
策
・
耐
震
化
率
引
き
上
げ
は
非
常
に

重
要
で
、
建
築
士
会
等
と
の
協
働
や
健

康
省
エ
ネ
住
宅
の
補
助
金
活
用
と
併
せ

た
働
き
か
け
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
全
国
的
に
出
生
数
が
減
少
す
る

中
、
本
県
で
は
昨
年
増
加
に
転
じ
た
も

の
の
12
年
前
と
の
比
較
で
は
１
千
人
も

減
り
、
少
子
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
。

答
県
内
全
市
町
村
の
小
児
医
療
費
の

完
全
無
償
化
に
つ
い
て
合
意
を
得
た
ほ

か
、
保
育
の
負
担
軽
減
や
保
育
士
の
養

成
、
産
後
ケ
ア
や
不
妊
治
療
を
推
進
す

る
。
出
会
い
の
場
が
な
い
と
の
声
も
多

く
カ
ッ
プ
ル
倍
増
作
戦
に
取
り
組
む
な

ど
「
シ
ン
・
子
育
て
王
国
プ
ラ
ン
」
を

年
度
内
に
取
り
ま
と
め
た
い
。

問
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
消

費
需
要
を
喚
起
す
る
川
下
政
策
で
生
産

拡
大
を
図
る
べ
き
。

答
国
民
の
食
料
確
保
の
た
め
政
府
が

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正

に
向
け
て
議
論
す
る
中
、
本
県
で
は

７
０
０
億
円
台
ま
で
低
迷
す
る
農
業
生

産
の
引
き
上
げ
を
図
る
よ
う
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
や
市
町
村
等
と
「
食
パ
ラ
ダ
イ

ス
（
※
）」
を
テ
ー
マ
に
協
議
組
織
を

立
ち
上
げ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
に
よ
る
生
産
拡
大
や
、
東
京
や

関
西
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
の
協
力
を
仰
ぎ

県
産
品
の
評
価
を
上
げ
て
付
加
価
値
を

高
め
る
な
ど
、
国
内
外
の
販
路
開
拓
に

努
め
る
。

問
中
海
大
山
圏
域
全
体
の
振
興
を
図

る
上
で
も
米
子
～
境
港
間
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
進
捗
と
今
後
は
。

答
米
子
～
米
子
北
間
の
平
成
18
年
の

事
業
凍
結
後
、
局
面
打
開
に
向
け
県
議

会
で
は
議
員
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
活
動
を
踏
ま
え
国
の
令
和
５
年

度
予
算
概
要
に
初
め
て
「
米
子
～
境
港

の
機
能
軸
」
の
課
題
整
理
が
記
載
さ
れ

た
。
県
と
し
て
も
更
に
後
押
し
す
る
。

問
人
口
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
県
民
一

人
一
人
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
環
境
を

整
え
、
明
る
い
未
来
を
展
望
で
き
る
活

力
あ
る
郷
土
づ
く
り
が
必
要
。
そ
の
理

念
を
県
政
の
羅
針
盤
で
あ
る
総
合
戦
略

に
埋
め
込
み
、
県
民
皆
が
活
躍
で
き
る

県
政
の
推
進
を
図
る
べ
き
。

答
新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る
時
代

で
あ
り
、
市
町
村
や
諸
団
体
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
戦
略
改
定
に
取
り
組
み
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
実
効

あ
る
推
進
と
地
方
創
生
を
図
り
た
い
。

問
ス
ー
パ
ー
撤
退
に
伴
う
買
物
環
境

の
危
機
な
ど
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
に

く
さ
を
解
消
し
生
活
機
能
を
自
律
的
に

維
持
す
る
た
め
の
方
策
は
。

答
買
物
環
境
確
保
は
地
域
の
課
題
と

い
う
側
面
が
強
く
、
移
動
販
売
の
取
組

や
町
が
店
舗
を
取
得
し
て
地
元
が
運
営

す
る
形
態
な
ど
、
県
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画
に

対
し
て
応
援
し
て
い
く
。
交
通
や
医
療

も
経
営
が
難
し
く
な
る
中
で
地
域
の
新

し
い
ス
タ
イ
ル
を
創
る
転
換
期
に
来
て

い
る
。
中
山
間
地
域
振
興
の
組
織
を
立

ち
上
げ
一
元
的
に
対
応
し
た
い
。

問
犯
罪
被
害
者
の
精
神
的
・
経
済
的

負
担
に
対
す
る
支
援
体
制
構
築
に
行
政

と
し
て
さ
ら
に
積
極
的
な
関
与
を
。

答
政
府
は
犯
罪
被
害
者
支
援
に
向
け

た
組
織
を
設
置
し
本
格
的
な
支
援
の
検

討
を
進
め
る
。
県
で
も
警
察
の
初
動
対

応
や
そ
の
後
の
寄
り
添
い
、
福
祉
や
教

育
、
医
療
と
の
連
携
を
含
め
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
型
の
対
応
に
向
け
て
踏
み
込
ん

で
丁
寧
に
議
論
し
た
い
。

子
育
て
推
進
施
策
の
充
実
・
深
化

農
業
生
産
一
千
億
円
達
成
目
標

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

県
民
総
活
躍
社
会
の
構
築
戦
略

犯
罪
被
害
者
に
寄
り
添
う
取
組

災
害
に
強
い
住
宅
耐
震
化
政
策

中
山
間
地
域
の
生
活
機
能
維
持

（※）食パラダイス… 本県では今年度から「食のみやこ鳥取県」から「食パラダイス鳥取県」にステージアップし県特産品の新たなブランド
戦略を進めている。
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とっとり県議会だより 一般質問

問 10年後の２巡目国体に向
けて、どのように競技力向上
を図ろうとしているのか。
答 県独自にジュニアから世
界へ通用する選手育成を図っ
ており、そのためにもスポー
ツ医科学を含めた戦略が必要
であり、合理的、効率的な選
手育成体制を考えていく。
問 公立中学校の部活動の地
域移行について、国はガイド
ラインを策定したが、今後ど
のように進めていくのか。
答 （教育長）受益者負担、指
導者確保など課題があるが、
市町村と一緒に地域クラブ
化、活動機会の確保を図る。

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

スポーツ振興と部活動
の地域移行について

島谷　龍司
議員

問 中山間地域では人口減少
下で買物環境や地域医療な
ど生活機能の維持が喫緊の課
題。この窮状を踏まえ八頭や
日野など現場の課題には現場
での対応が必要で、特に八頭
には現場に近いバックアップ
体制として地域振興の拠点機
能を置くべきではないか。
答 まちおこしで地域を見つ
め直し活性化していく運動を
更に展開する。県庁組織は既
に林業が八頭を中心としてい
るが地域振興機能についても
本庁や東部の庁舎と役割分担
の見直しを含め新年度に向け
て時間を割いて検討したい。

選挙区  八頭郡
会　派  自由民主党

疲弊する中山間地域の
再興に向けて

福田　俊史
議員

問 ①物価高騰対策は②小児
医療費の来年度完全無償化は
③津ノ井地区内の通学路安全
対策・歩道整備を④入札のコ
ンプライアンス欠如は。
答 ①公明党の要請に基づき
予算組みした。その志は今後
も変わらない②銀杏議員から
問題提起があった。答えを出
せて感謝したい③津ノ井駅か
ら津ノ井公民館にかけて、津
ノ井交差点右折レーン整備と
同時に歩道整備を行う予定④
事業者との関係性、コミュニ
ケーションなど課題を認識し
ながら、ルールづくりを含め
対策を進める。

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

５期目スタートにあた
り各種課題を問う

銀杏　泰利
議員

問①小児科クリニックの持続
可能性について②中部の高校
の定員割れについて③倉吉東
バカロレア奨学金について。
答 ①都市部で医師が集中し、
中山間地の医師の確保は課題
である。医師不足解消のため
の政策を来年度当初予算に考
えていきたい。(教育長)②中
部の高校の空洞化を危惧して
いる。中学校と連携しながら
地域の中学生や保護者に県立
高校の存在意義を伝えられる
よう、肝に銘じる③現時点で
は奨学金創設は難しいが、経
済的支援について学校とも協
議をしていく。

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

鳥羽　喜一

子育て環境の整備につ
いて(医療費と教育)

議員

問 ①堆肥舎整備が進んでい
る中、肥料高騰で堆肥を活
用するための支援・スキーム
づくりが必要であるがどうか
②伸びのびトークは県民が知
事と地域の取組や課題等つい
て対話する貴重な機会である
が、どのように進めるのか。
答 ①肥料高の面で生産コス
ト削減にもなり、グリーン化
という点でも大切なこと。県
としてしっかり応援する②コ
ロナ禍において実施ができな
かった。伸びのびトークをや
らせていただく、あるいは別
の訪問の機会をぜひつくらせ
ていただきたい。

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

語堂　正範

①堆肥活用の体制を
②伸びのびトーク推進

議員
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【自由民主党】
　鳥取県議会自由民主党

【会 派 民 主】
　会派民主

【公　明　党】
　公明党鳥取県議会議員団

会派正式名称

答弁者は、記載のないものは
知事（各部局長の答弁も含む）。
教育長、警察本部長、は知事
の部局ではないため、別に表
記した。

答弁者説明

　６月定例会では、　24人の議
員が一般質問を行いました。
　本紙では、各議員の質問の中
から、質問と答弁の要旨を掲載
します。
　議事録の全文は、県議会ホー
ムページからご覧に
なれます。
※�掲載に時間がかかる場
合があります。

鳥取県議会議事録
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問 鳥取県特別支援教育推進
計画に記載のある「全ての児
童生徒にとって分かりやすい
ユニバーサルデザインの授業
づくり」について教育長の考
えを伺う。
答 （教育長）困難を抱える
児童生徒にとって、心地よ
い人間関係、友達関係がある
学級づくりを土台とし、黒板
周辺の掲示物のわかりやすい
配置等授業に集中しやすい環
境作りを行いたい。全ての子
どもの学びの原点となり、不
登校の解消にもつながるユニ
バーサルデザイン授業の推進
を積極的に図りたい。

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

インクルーシブ（包容
する）教育について

前田　伸一
議員

問 南部町の里山生物多様性
プロジェクトが、県内で唯一
認定相当となった。如何に自
然共生サイトを推進するか。
答 野鳥が多く生息する「オオ
タカの森」等、県もイニシア
チブを取り実践例をつくる。
問婚活イベントを、どのよう
にブラッシュアップするか。
答 鳥取青年会議所が実施し
たカップル成立率75％の「う
みやまコン」を目指す。
問 中国河北省との友好交流
の象徴、燕趙園を次世代へ。
答 工夫をしながら、県の責
務として、未来永劫、一つの
記念碑として残す。

選挙区  鳥取市
会　派  会派民主

坂野経三郎

自然共生サイト（※）
婚活イベント・燕趙園

議員

問①自衛隊基地周辺１キロの
住民を監視する重要土地等調
査法への対応②米軍機低空飛
行の国調査は？③最賃引上げ
求めよ④インボイス制度の影
響調査と中止⑤マイナ保険証
運用中止⑥学校給食無償化⑦
こども死亡事案への対応。
答 ①我慢強く十分かつ丁寧な
説明を要望②日程検討中③国
が決定する④中小事業者の実
情踏まえた対策を要望⑤求め
ない⑥国が実態把握し具体策
を検討。国の動き見て要望⑦
社会福祉審議会児童福祉専門
分科会の議論踏まえ検証や公
表の是非等必要な対応とる。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

市谷　知子

平和、インボイス、マイ
ナ保険証、こども支援

議員

問 ①水害対策として、流域
治水の取組強化が必要。今後
の展望は。また、定期的な河
床掘削等の維持管理のための
予算確保について問う。
②医薬品の供給不足に関して
県の認識と対策を問う。
答 ①水害対策として流域治
水は重要。上下流で様々なモ
デル事業を実施し、ビジョン
作成を行い、全県的な横展開
をしたい。河床掘削、樹木伐
採等の有効性は疑いない。国
への予算要望と合わせ、事業
量の確保を図る②医師会や薬
剤師会等と連携し、供給不足
が生じない対策を講ずる。

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

河上　定弘

①水害対策（流域治水）
②医薬品の安定供給

議員

（※）自然共生サイト… 国が認定する「民間等の取組によって生物多様性の保全が図られている区域」のこと。
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問 鳥取県西部の外環道路に
ついて、新しく１本引く話で
はなく、今の道路を有機的に
結びつけていくことによって
１本の外環道路になるのでは
ないか？（Ｒ431→Ｒ９→八
幡橋→Ｒ181岸本バイパス→
Ｒ180米子バイパス）。
答 日野川の南側について、
調査費は計上されていなくと
も議場での議論も含めて大い
に語り合っていきたいと思い
ますが、最終的に予算化して
いくというのは議論の中で順
番をつけたり全体の体系を組
んでやっていくということに
なろうかと思います。

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

鳥取県西部の外環道路
について

議員
内田　隆嗣

問①これからの４年間の米子
境港間高規格道路整備促進の
決意を②江島大橋東側から旧
境水産高校周辺まで肋骨道路
を整備すべき③県税督促状に
困窮時の相談先を記載するな
ど県民に寄り添うべき。
答 ①まず凍結解除、さらに
計画段階評価、事業化を目指
したい②重要な路線であり、
いずれ構想されなければなら
ない。高規格道路計画や境港
市将来構想とすり合わせて効
果的な路線設定を検討する③
督促状、催告状、ホームペー
ジ上の情報提供の在り方を随
時検証し、改良する。

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

弓浜半島の機能軸整備
県税督促状の在り方

安田　由毅
議員
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問 ①米子城跡の土砂崩れし
易い場所で広葉樹（軟弱地盤
を補強）を切った為、県が土
砂災害を防ぎ人命を守るため
に適切に善処・対処頂きたい。
答 ①市が説明。ただ絶滅危
惧種の適正な保護は県の指導
の可能性があり専門家を紹介、
方法論等指導を適切に行う。
問②英語をしゃべれるようオ
ンライン英会話を全生徒に。
答 ②趣旨に賛同（教育長）
話す力を高めるよう努める。
問 ③薬用植物の販売ルート
を県が協力・支援できないか。
答 ③販路の開拓・協力して本
県が栽培地になるよう展開。

選挙区  米子市
会　派  無所属

①米子城跡樹木伐採
②英語教育③薬用植物

山川　智帆
議員

問地元住民が主体的に取り組
む買物環境づくりの支援を。
答 それぞれの地域で考えた
パッケージを買物安心確保事
業として応援する。
問 危険木の事前伐採の役割
分担やスケジュールは。
答 森林所有者の了解のもと
に、できれば台風や降雪期ま
でに電力、通信、県、市町村
が連携して伐採する。
問 過疎対策モデル地域制度
を創設してはどうか。
答 過疎地域振興のためのモ
デル的なリーディングプロ
ジェクトを検討する。

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

過疎地域の持続・自立
の支援

東田　義博
議員

問 米子市住吉地区で暗渠管
が埋設された農地が市街化区
域となり、宅地化が進められ
た。その後、平成12年に発
生した鳥取県西部地震により
暗渠管付近の49棟の家屋に
被害が発生した。このことに
ついて、どのように考えてい
るか。
答 大沢川暗渠に係る被害を
受けられた方々に心からおわ
びを申し上げる。暗渠の受益
面積が減っていて、県でこの
暗渠を維持する必要性は薄れ
ている。できるだけ早い閉塞
に向けて、米子市に十分働き
かけをしてまいりたい。

選挙区  米子市
会　派  公明党

前原　茂

大沢川暗渠管対策につ
いて

議員

問 ①現在１歳半までの子ど
も連れがハートフル駐車場の
利用可能。複数の乳幼児や多
胎児連れの人は大変。これら
の人も利用可能にし、期間も
延ばしては？②サイクリング
には安全な道路確保が大事。
河原方面道路は雑草が茂り、
浜坂の橋は段差があり危険だ
が安全な道路確保の方法は？
答 ①障がい者団体と要相談。
ハートフルとは別に「子育て
応援駐車場」など子ども真ん
中社会を進める②除草作業は
毎年する。橋段差、新浜坂橋
ルートについて国と協議し安
全を確保する。

選挙区  鳥取市
会　派  会派民主

尾崎　薫

①ハートフル駐車場
②安全なサイクル道

議員

問 ①市町村の要望を受け、
回答したことは県のホーム
ページなど情報公開をするこ
とで、県民を巻き込んだ政策
へとつながると考えるが②道
路管理のＩｏＴ化で、道路の
亀裂を数値化するようなシス
テムを検討しては。
答 ①市町村の意見も伺い、や
り取りの資料一式も添付をす
るような積極的な情報公開レ
ベルに引き上げる検討をした
い②鳥取大学と振動データを
基に、道路損傷を測る方策を
共同研究中。分かりやすく、
効果的な維持管理・補修のシ
ステム形成を図りたい。

選挙区  八頭郡
会　派  無所属

前住　孝行

①情報公開の拡充
②道路管理のIoT化

議員

問 ①東・西部の圏域との人
口差があるとはいえ、中部圏
域における病児保育の体制は
明らかに不足しており、拡充
が不可欠だと考える。
答 ①重要な課題でもあり、
県も関係地域に話をしながら
中部地区での病児保育の設置
については、改善ができるよ
う向上を図っていく。
問 ②県は市町村が行う管理
不全空き家に対する取組支援
や利活用を推進すべき。
答 ②管理不全空き家も含め
て対策を取れるように、市町
村とも協力して円滑な執行を
進めていければと考える。

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

入江　誠

①病児保育の拡充は②
中山間地域空き家対策

議員
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問①台湾TSMC半導体製造の
ように、自ら設計を行わず受
託生産するファウンドリー型ビ
ジネスは、下請け体質から脱
却し、都会との賃金格差是正
へ繋がる。導入検討を②障が
いが重い方でも補助工具があ
れば、出来る作業が増え効率
も高まる。工業と作業所の連
携を構築し全国波及を。
答 ①開発や投資を１社でや
るよりまとめるというビジネ
ス形態は、本県に馴染みやす
く主導力もできる。ニッチな
得意分野を協業で創るべき時
②工と福祉を結べば県外展開
もあり得る。支援を検討する。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

①共創で産業に活路を
②工×福連携の構築を

福浜　隆宏
議員

問 ①計画中の西部巨大風力
発電に対し、国・事業者は様々
な不安を持つ地元や周辺住民
への説明責任を果たすべき。
②条例に定めるフッ化物洗口
は深刻な教師不足で負担感大
予防歯科の観点からかかりつ
け医推進へのシフトをすべき。
答 ①県の条例に説明責任を
定め、また盛土条例で新しい
手続を組み込んだ。国には事
業許可等地方権限を求めてい
る。事業者にも助言していく
②かかりつけ歯科医運動も６
割超まで来た。定着を図る（教
育長）負担感は十分承知。現
場に即し連携努力を重ねる。

選挙区  米子市
会　派  会派民主

浜田　妙子

①巨大風力発電
②フッ化物洗口

議員

問国は、若年人口が急減する
2030年代までに少子化を止
めようとしている。本県は子
育て王国とっとりとして、成
長に合わせた包括支援をして
きた。さらに高齢者など地域
の力を活かした婚活や子育て
の取り組みを目指しては。
答 国がこども家庭センター
を構築しようとする今、県も
市町村の受皿をつくり、その
支援メニューを今議会に提出
した。関係団体とも連携しな
がら、相談支援機能を成長段
階に応じて切れ目なく展開し
ていく。すでに子育てのアプ
リも３月に完成している。

選挙区  西伯郡
会　派  自由民主党

鹿島　功

少子高齢化社会におけ
る相談対応の充実

議員

問 ①河川の防災・減災対策
における県東部の進捗と今後
の展望②コロナ禍支援策の現
状と課題③買物環境・医療受
診環境の現状と課題。
答 ①護岸工事等は17河川で整
備率が約56％、河川掘削等が
着手率約92％、支え愛マップ
等を今後も不断の努力で進め
る②個々のケースにきめ細かく
対応し、生活再建を最重点に
取り組む。企業の貸付返済が
本格化するため、新ビジネス
形態の移行や販路開拓へ寄り
添い、順調な企業経営を応援
③市町村の事情に柔軟に即し
た支援策を展開したい。

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

中島　規夫

防災・減災、コロナ禍
支援、買物環境等確保

議員

問①「シン・子育て王国とっ
とり」の４年後の姿を若者が
希望を持てるよう示していた
だきたい②県内では米子自動
車道だけが有料。地域で高速
道路が無料と有料で分かれる
が、どう考えるか。
答 ①半年ぐらい議論して「シ
ン・子育て王国とっとり」の
ロードマップをみんなで考え
たい。中山間地での保育料無
償化などに続く効果のある政
策を増やす方向性を考えたい
②現状は受け入れざるを得な
い。地域間格差と言われない
ように利用促進や観光促進な
どの方策が必要。

選挙区  西伯郡
会　派  会派民主

村上泰二朗

①今後の子育て政策
②高速料金の地域差

議員

就
任
あ
い
さ
つ

議
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紹
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活
動

議
決
結
果

問 ①ＪＡ系店舗閉店後の、
商圏の小さい関金、灘手地区
などの店舗継続の初期運営費
支援を②少子化対策として、
保育料無償化の拡大を③公共
事業のＰＦＩについて、対象
事業費の引き上げなど、事業
者、市町とあり方の再検討を。
答 ①初動の運営費を支援す
る幅広い考え方が必要かと思
う。倉吉市の提案を待ちたい
②無償化拡大について、保育
士確保の状況を見ながら、市
町村と協議する③改善すべき
ことがあるのでは。現場の状
況を把握し、より適切な発注、
管理運営に向け検討深める。

選挙区  倉吉市
会　派  会派民主

①買い物環境確保②保
育料無償化③PFI事業

興治　英夫
議員

※平井伸治議員の一般質問は原稿未提出のため掲載していません。
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とっとり県議会だより

　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の付
託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や現地調査、勉強
会などの活動を続けています。常任委員会活動

◎６月定例会審査結果（議案、請願・陳情）
　物価高騰やエネルギー高騰などに対する事
業者・生活者支援をはじめ、全国トップクラ
スの配置数であるALT（外国語指導助手）の
効果的な活用による英語力向上のほか、県立
美術館の利用者20万人達成に向けたコンテン
ツの充実などの一般会計補正予算を含む議案
７件について、慎重に審査を行い、全て原案
のとおり可決すべきものと決定した。
　また、請願・陳情について、県議会議員の

「統一協会」との関係の徹底調査などを求める
請願及び選択的夫婦別姓の導入について国に
意見書の提出を求める陳情は、委員会では審
議未了としたが、本会議で「不採択」と決定
した。そのほか、陳情３件について「不採択」
と決定した。

総務教育常任委員会

農林水産商工常任委員会

福祉生活病院常任委員会

◎６月定例会審査結果（議案・陳情）
　地域の買物拠点の閉店方針により、生活機
能の維持が喫緊の課題となっている中山間地
域等の買物環境確保に向けた支援や、防災・
減災のための事前伐採・倒木除去、米子境港
間の高規格道路の必要性や公益性など効果検
証を行う一般会計補正予算を含む11議案を慎
重に審査し、全て原案のとおり可決すべきも
のと決定した。
　また、入管法改正に反対する陳情に対して
は、この度の改正が、強制送還を免れようと
する不法滞在者の制度悪用に一定の制限を課
す一方、新たに補完的保護対象者（準難民）
制度を設けるなど、人道主義的な外国人保護
制度に拡充されるものであり、「不採択」と決
定した。

◎６月定例会審査結果（議案）
　エネルギー価格をはじめとする物価の高騰
対策として、ＬＰガスや特別高圧電力の高騰
分の支援策等を盛り込んだ先議議案「令和５
年度鳥取県一般会計補正予算（第１号）」や、
本県の農林水産物の魅力を国内外に更に力強
く発信する「食パラダイス鳥取県」関連の事
業費等を含むその他の補正予算など計５議案
を審査し、いずれも原案のとおり可決すべき
ものと決定した。
◎６月定例会審査結果（陳情）
　暗号資産の移転に係る通知義務、いわゆる
トラベルルールの円滑な実施と利用者保護に
係る意見書の提出を求める陳情１件を審査し
た結果、「不採択」と決定した。

地域振興県土警察常任委員会

◎６月定例会審査結果（議案）
　物価高騰に伴う生活困窮者支援や全国初の
更年期障がい医療・相談体制の整備などを行
う「令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第
２号）」、子どもの医療費無償化を行う「鳥取
県特別医療費助成条例の一部を改正する条例」
など９議案について慎重に審議を行った結果、
いずれの議案も原案のとおり可決すべきもの
と決定した。
◎６月定例会審査結果（陳情）
　暗号資産のトラベルルールに係る利用者ト
ラブル防止のためのアナウンスを求める陳情
について、相談窓口は国が既に設置済みであ
ること、現段階において県や市町村には相談
が寄せられていないことなどから「不採択」
と決定した。

（定数９人）
◎西村　弥子 興治　英夫 福田　俊史
○河上　定弘 市谷　知子 島谷　龍司
　内田　博長 広谷　直樹 前田　伸一

（定数８人）
◎安田　由毅 伊藤　　保 川部　　洋
○東田　義博 銀杏　泰利 平井　伸治
　斉木　正一 中島　規夫

（定数９人）
◎語堂　正範 藤縄　喜和 山川　智帆
○入江　　誠 内田　隆嗣 前住　孝行
　浜田　妙子 野坂　道明 村上泰二朗

（定数９人）
◎鹿島　　功 尾崎　　薫 福浜　隆宏
○鳥羽　喜一 坂野経三郎 松田　　正
　浜崎　晋一 浜田　一哉 前原　　茂

就
任
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い
さ
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動
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（◎：委員長　○：副委員長）
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自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

東
田　
義
博

入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

川
部　
　
洋

中
島　
規
夫

広
谷　
直
樹

島
谷　
龍
司

斉
木　
正
一

福
田　
俊
史

内
田　
博
長

内
田　
隆
嗣

浜
田　
一
哉

松
田　
　
正

鹿
島　
　
功

安
田　
由
毅

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

村
上
泰
二
朗

西
村　
弥
子

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

前
住　
孝
行

平
井　
伸
治

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

藤
縄　
喜
和

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否
② 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
③ 令和５年度鳥取県天神川流域下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
⑥ 特定地域等の振興を促進するための県税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑦ 鳥取県営社会体育施設の設置及び管理に関する条例及び鳥取県立産業体育館の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑧ 鳥取県都市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
⑫ 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑬ 鳥取県高齢者、障害者等の移動等の円滑化を図るための信号機等の基準を定める条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑮ 工事請負契約（国道181号（江府道路）トンネル工事（久連トンネル）（補助改良））
の締結についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑯ 財産を無償で貸し付けること（鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎用地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑲ 財産を無償で貸し付けること（鳥取砂丘こどもの国キャンプ場用地及び施設）につい
ての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

� 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立青谷かみじち史跡公園）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
� 鳥取県と米子市が共同で整備する体育館に係る事務の委託に関する規約を定める協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
� 鳥取県産業未来共創条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
� 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
❶ 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 31 2 33 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否
陳情５年- ８ 防衛費増額の中止と国民の生活と福祉を支える行政の構築を求める意見

書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 不採択
陳情５年- ９ 小学校付近における交通安全の確保について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 不採択
陳情５年-10 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政府予算に係る意見書採択について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 24 9 33 不採択
請願５年-11 議会運営委員会委員の決定について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 31 2 33 不採択
請願５年-12 議会運営委員会の動画公開について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 30 3 33 不採択
陳情５年-13 いわゆるトラベルルールに係る利用者保護について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26 7 33 不採択
陳情５年-14 いわゆるトラベルルールの円滑な実施と、利用者保護に係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26 7 33 不採択
陳情５年-15 入管法改正案の撤回を求める意見書の提出等について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26 7 33 不採択
陳情５年-16 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を行うよう政府に求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × × × × × ○ × ○ × ○ 21 12 33 不採択

陳情５年-17 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府及び国会に求める意見書の提出について 審議未了
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択

不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
議 採
択
採
択 欠 採

択
採
択
採
択
採
択
採
択
採
択
採
択
※1

趣
旨
採
択

不
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択
採
択
不
採
択

不
採
択�
21

採
択�
・�
趣
旨�
採
択�
12

33 不採択

陳情５年-18 マイナンバーカードに係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 25 8 33 不採択

請願５年-19 鳥取県議会議員の「統一協会」との関係の徹底調査、県民への説明、そして関係断絶と、政務活動費の是正を求める請願 審議未了
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択

不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
議
趣
旨
採
択

趣
旨
採
択
欠
趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択
不
採
択
不
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択
採
択
不
採
択
採
択
不
採
択

不
採
択�
24

採
択�
・�
趣
旨�
採
択�
9

33 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　�賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長
　　　　�※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。
　　　　ただし、陳情５年-17および請願５年-19については、議案に対する議員の賛否を記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※１「採択」が否決された後、次に行われた採決では「趣旨採択」

議案等
番号 件　　　名 議決

結果
⑰ 財産を無償で貸し付けること（鳥取県学生寮用地）について 可決

⑱ 財産を無償で貸し付けること（（元）皆生温泉公園）についての議決の一部変更について 可決

⑳ 財産を無償で譲渡すること（（元）西部やまと園）について 可決

� 職員の特殊勤務手当に関する条例及び警察職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県特別医療費助成条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県監査委員の選任について 同意

� 鳥取県人事委員会委員の選任について 同意

就
任
あ
い
さ
つ

議
員
紹
介

代
表
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果
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とっとり県議会だより

令和５年６月定例会付議案等議決結果
賛否が分かれた議案及び否決された議案

自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

東
田　
義
博

入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

川
部　
　
洋

中
島　
規
夫

広
谷　
直
樹

島
谷　
龍
司

斉
木　
正
一

福
田　
俊
史

内
田　
博
長

内
田　
隆
嗣

浜
田　
一
哉

松
田　
　
正

鹿
島　
　
功

安
田　
由
毅

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

村
上
泰
二
朗

西
村　
弥
子

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

前
住　
孝
行

平
井　
伸
治

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

藤
縄　
喜
和

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否
② 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
③ 令和５年度鳥取県天神川流域下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
⑥ 特定地域等の振興を促進するための県税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑦ 鳥取県営社会体育施設の設置及び管理に関する条例及び鳥取県立産業体育館の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑧ 鳥取県都市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
⑫ 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑬ 鳥取県高齢者、障害者等の移動等の円滑化を図るための信号機等の基準を定める条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑮ 工事請負契約（国道181号（江府道路）トンネル工事（久連トンネル）（補助改良））
の締結についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑯ 財産を無償で貸し付けること（鳥取県西部総合事務所新棟・米子市役所糀町庁舎用地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

⑲ 財産を無償で貸し付けること（鳥取砂丘こどもの国キャンプ場用地及び施設）につい
ての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決

� 公の施設の指定管理者の指定（鳥取県立青谷かみじち史跡公園）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
� 鳥取県と米子市が共同で整備する体育館に係る事務の委託に関する規約を定める協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
� 鳥取県産業未来共創条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
� 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 可決
❶ 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 31 2 33 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否
陳情５年- ８ 防衛費増額の中止と国民の生活と福祉を支える行政の構築を求める意見

書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 不採択
陳情５年- ９ 小学校付近における交通安全の確保について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 32 1 33 不採択
陳情５年-10 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政府予算に係る意見書採択について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 24 9 33 不採択
請願５年-11 議会運営委員会委員の決定について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 31 2 33 不採択
請願５年-12 議会運営委員会の動画公開について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 30 3 33 不採択
陳情５年-13 いわゆるトラベルルールに係る利用者保護について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26 7 33 不採択
陳情５年-14 いわゆるトラベルルールの円滑な実施と、利用者保護に係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26 7 33 不採択
陳情５年-15 入管法改正案の撤回を求める意見書の提出等について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26 7 33 不採択
陳情５年-16 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を行うよう政府に求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × × × × × ○ × ○ × ○ 21 12 33 不採択

陳情５年-17 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府及び国会に求める意見書の提出について 審議未了
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択

不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
議 採
択
採
択 欠 採

択
採
択
採
択
採
択
採
択
採
択
採
択
※1

趣
旨
採
択

不
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択
採
択
不
採
択

不
採
択�
21

採
択�
・�
趣
旨�
採
択�
12

33 不採択

陳情５年-18 マイナンバーカードに係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × 欠 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 25 8 33 不採択

請願５年-19 鳥取県議会議員の「統一協会」との関係の徹底調査、県民への説明、そして関係断絶と、政務活動費の是正を求める請願 審議未了
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択

不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
不
採
択
議
趣
旨
採
択

趣
旨
採
択
欠
趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択
不
採
択
不
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択
採
択
不
採
択
採
択
不
採
択

不
採
択�
24

採
択�
・�
趣
旨�
採
択�
9

33 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　�賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長
　　　　�※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。
　　　　ただし、陳情５年-17および請願５年-19については、議案に対する議員の賛否を記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※１「採択」が否決された後、次に行われた採決では「趣旨採択」

議案および請願・陳情の詳しい結果はこちらからご覧いただけます�⇒

全会一致で議決された議案
議案等
番号 件　　　名 議決

結果
① 令和５年度鳥取県一般会計補正予算（第１号） 可決

④ 令和５年度鳥取県営工業用水道事業会計補正予算（第１号） 可決

⑤ 令和５年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第１号） 可決

⑨ 鳥取県盛土等に係る斜面の安全確保に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑩ 鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑪ 警察職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決

⑭ 鳥取県営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決

就
任
あ
い
さ
つ

議
員
紹
介

代
表
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会
活
動
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期　日 日　　程
9月19日（火） 本　会　議（開会・提案理由説明）
20日（水） 常任委員会
21日（木） 本　会　議（代表質問）25日（月）
27日（水）

本　会　議（一般質問・質疑）
28日（木）

10月 2日（月）
3日（火）
5日（木）
6日（金）
11日（水） 常任委員会
12日（木） 特別委員会
13日（金） 本　会　議（採決・閉会）

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

県議会からのお知らせ
９月定例会の日程案

あ　と　が　き

議会運営委員会
　議会を公正かつ円滑に運営するため、定例会の
会期や議事日程など、議会の運営に関する事項な
どを協議します。

人口減少社会問題調査特別委員会

◎広谷　直樹 内田　博長 中島　規夫
○興治　英夫 銀杏　泰利 島谷　龍司
　斉木　正一 尾崎　　薫 浜田　一哉
　伊藤　　保 福田　俊史

◎福田　俊史 坂野経三郎 入江　　誠
○川部　　洋 福浜　隆宏 前田　伸一
　伊藤　　保 鹿島　　功 前住　孝行
　内田　博長 西村　弥子
　広谷　直樹 東田　義博

総務教育分科会
○松田　　正 福浜　隆宏 前住　孝行
　福田　俊史 西村　弥子 鳥羽　喜一

地域県土警察分科会
○浜田　一哉 広谷　直樹 河上　定弘
　伊藤　　保 前田　伸一 村上泰二朗

福祉生活分科会
○鹿島　　功 山川　智帆 平井　伸治
　尾崎　　薫 東田　義博
　内田　隆嗣 前原　　茂

農林水産商工分科会
○坂野経三郎 市谷　知子 入江　　誠
　斉木　正一 島谷　龍司
　興治　英夫 語堂　正範

公営企業分科会
○銀杏　泰利 内田　博長 中島　規夫
　浜田　妙子 藤縄　喜和 安田　由毅

◎尾崎　　薫 ○入江　　誠 　※正副議長、監査委員を除く全議員

◎浜崎　晋一 坂野経三郎 前原　　茂
　野坂　道明 鹿島　　功 村上泰二朗
　市谷　知子 語堂　正範

◎浜崎　晋一 市谷　知子 鹿島　　功
○野坂　道明 尾崎　　薫 山川　智帆
　斉木　正一 福田　俊史 前住　孝行
　内田　博長 島谷　龍司 村上泰二朗
　銀杏　泰利 浜田　一哉
　興治　英夫 川部　　洋

◎野坂　道明 語堂　正範 村上泰二朗
　福浜　隆宏 東田　義博 鳥羽　喜一

各委員会の紹介各委員会の紹介
議会改革推進会議
　議会の在り方及び当面の諸課題について協議又
は調整を行います。

議員定数等調査検討特別委員会

決算審査特別委員会
６月定例会において３つの特別委員会が設置されました。

　審査及び調査を効率よく行うため、５分科会が設置されました。 （○：主査）

特別委員会の紹介

令和５年７月１日現在
（◎：委員長、○：副委員長）

 広報委員会

　このたびの改選により、県議会だよりの企画、編集及
び校正を行う広報委員会も新たなメンバーとなりました。 
　県民の皆さまからのご意見・ご感想をお待ちしています。
 （広報委員会委員長）

（11人）

（６人） （７人）

（７人）

（６人）

（６人）

（13人）
（16人）

（８人）


